
 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
天
然
更

新
に
よ
り
発
生
し
た
カ
ン
バ
類

に
つ
い
て
、
若
齢
期
の
効
果
的
・

実
用
的
除
伐
作
業
の
試
験
・
研

究
を
し
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し

ま
す
。 

【
背
景
】 

 

北
海
道
国
有
林
の
約
２
割
を

占
め
る
針
葉
樹
人
工
林
の
齢
級

構
成
は
、
10
～
12
齢
級
を
頂

点
と
し
た
釣
り
鐘
型
の
歪
な
分

布
と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道
森

林
管
理
局
で
は
、
齢
級
構
成
の

平
準
化
に
資
す
る
多
段
林
へ
の

誘
導
を
推
進
し
て
い
ま
す
。（
多

段
林
と
は
３
層
（
上
層
・
中
層
・

下
層
）
以
上
の
層
構
造
の
林
分
。
） 

多
段
林
化
の
た
め
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
現
地
の
状
況
に

よ
っ
て
は
天
然
力
を
活
か
し
た

天
然
更
新
等
の
森
林
施
業
技
術

の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
特
に
、
カ
ン
バ
類

に
つ
い
て
は
、
先
駆
性
が
高
く

天
然
更
新
に
有
効
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
に
加
え
、
利
用
・
加
工

技
術
の
革
新
が
進
ん
で
お
り
、

そ
の
潜
在
的
な
資
源
量
も
あ
っ

て
、
北
海
道
を
代
表
す
る
広
葉

樹
資
源
の
一
つ
と
し
て
安
定
供

給
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
天
然
更
新
し
た
カ
ン

バ
類
に
つ
い
て
の
保
育
手
法
は

確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

台
風
等
に
よ
る
風
倒
被
害
の
跡

地
に
発
生
し
た
カ
ン
バ
類
が
、

高
密
度
で
一
斉
林
の
様
相
を
示

し
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
林

分
と
し
て
の
衰
退
を
待
つ
だ
け

の
状
況
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
天
然

更
新
に
よ
り
発
生
し
た
カ
ン
バ

類
に
つ
い
て
、
健
全
な
森
林
に

誘
導
す
る
と
と
も
に
森
林
整
備

を
通
じ
て
、
木
材
資
源
と
し
て

安
定
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

【
試
験
地
の
概
要
】 

 

令
和
２
年
度
に
石
狩
森
林
管

理
署
管
内
の
国
有
林
に
試
験
地

を
設
定
し
ま
し
た
。
当
該
地
は

ト
ド
マ
ツ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
ン

バ
類
を
主
体
と
す
る
針
広
混
交

林
で
し
た
が
、
平
成
16
年
の
台

風
18
号
に
よ
る
風
倒
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
被
害
後
、
風
倒

木
の
林
外
へ
の
搬
出
を
行
い
ま

し
た
が
、
更
新
補
助
作
業
や
保

育
作
業
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
結
果
、
令
和
３
年
５
月

の
林
分
調
査
で
は
、
平
均
樹
高

約
８
ｍ
、
天
然
更
新
木
が
約
５

千
本
／
ha
と
過
密
状
態
で
、
こ

の
う
ち
シ
ラ
カ
ン
バ
が
本
数
比

で
80
％
、
蓄
積
比
で
70
％
を

占
め
て
い
ま
し
た
。 

【
試
験
区
の
設
定
】 

 

試
験
区
は
、
①
効
率
的
な
作

業
を
第
一
と
し
て
将
来
の
仕
立

て
木
を
選
木
し
な
い
筋
状
除
伐

区
、
②
若
齢
期
の
除
伐
の
み
で

最
終
仕
立
て
本
数
（
胸
高
直
径

24
㎝
で
約
４
８
０
本
／
ha
）

と
す
る
定
性
除
伐
区
、
③
無
作

業
の
対
照
区
の
３
つ
を
設
定
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、
筋
状
除
伐
区
の

伐
採
幅
は
、
保
残
木
へ
与
え
る

シラカンバ一斉林 
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光
環
境
の
影
響
に
加
え
、
大
型

機
械
に
よ
る
作
業
を
想
定
し
た

５
ｍ
幅
、
人
力
作
業
を
想
定
し

た
２
・
５
ｍ
幅
の
２
パ
タ
ー
ン

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
残
幅
は
、

高
度
な
選
木
を
要
し
な
い
簡
易

な
方
法
と
し
て
３
ｍ
、
２
ｍ
、

１
ｍ
の
３
パ
タ
ー
ン
と
し
ま
し

た
。 

【
試
験
区
の
林
況
の
変
化
】 

 

除
伐
作
業
は
令
和
３
年
６
月

に
行
い
ま
し
た
が
、
試
験
区
設

定
当
初
に
大
型
機
械
に
よ
る
作

業
を
想
定
し
た
５
ｍ
幅
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
は
人
力
作
業
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。 

 

定
性
除
伐
区
で
は
最
終
仕
立

て
本
数
に
誘
導
す
る
た
め
の
選

木
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ラ

カ
ン
バ

の

本

数

除

伐

率

は

90
％
近
く
と
な
り
、
強
度
の
除

伐
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
筋
状
除
伐
区
の
シ
ラ

カ
ン
バ
の
本
数
除
伐
率
は
、
５

ｍ
除
伐
区
で
67
～
82
％
、
２
・

５
ｍ
除
伐
区
で
42
～
58
％
と

な
り
、
定
性
除
伐
区
に
比
べ
る

と
低
い
伐
採
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

令
和
４
年
７
月
の
林
分
調
査

で
は
、
シ
ラ
カ
ン
バ
の
胸
高
直

径
、
樹
高
の
成
長
量
は
、
除
伐

作
業
か
ら
の
期
間
が
短
い
こ
と

か
ら
、
定
性
除
伐
区
で
や
や
高

い
程
度
で
、
筋
状
除
伐
区
及
び

対
照
（
無
作
業
）
区
で
は
大
き

な
違
い
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
樹
冠
長
率
は
低
く
、

形
状
比
は
高
い
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

【
考
察
】 

 

本
試
験
地
で
は
、
一
回
の
除

伐
で
最
終
仕
立
て
本
数
に
す
る

定
性
に
よ
る
除
伐
と
高
度
な
選

木
を
要
し
な
い
簡
易
な
方
法
と

し
て
筋
状
に
よ
る
除
伐
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
筋
状
で
は
一
回

の
除
伐
で
最
終
仕
立
て
本
数
ま

で
導
く
こ
と
は
、
難
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

筋
状
除
伐
で
は
今
後
の
追
加
施

業
（
間
伐
等
）
に
つ
い
て
も
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
な
お
、
除
伐
効
果
に
よ
る

成
長
は
、
現
時
点
で
は
調
査
期

間
が
短
く
明
確
な
差
は
現
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

【
今
後
の
展
開
】 

 

シ
ラ
カ
ン
バ
の
育
成
指
標
が

な
い
こ
と
か
ら
、
針
葉
樹
人
工

林
を
参
考
に
し
、
形
状
比
や
樹

冠
長
率
等
の
調
査
に
よ
り
風
倒

や
冠
雪
害
の
危
険
性
、
各
仕
様

の
除
伐
効
果
の
比
較
に
よ
り
効

果
的
な
密
度
管
理
に
つ
い
て
検

証
し
て
い
き
ま
す
。 

試 験 区 詳 細 図 


